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1. 平成23年3月期第1四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 62 △69.8 △72 △73 △76

22年３月期第１四半期 207 △102 △104 △120

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △495 38 ─

22年３月期第１四半期 △1,894 93 ─

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 530 180 33.5 1,145 36

22年３月期 616 259 41.8 1,660 01

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 177百万円  22年3月期 257万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ─ 0 00 ─ 0 00 0 00

23年3月期 ─ ─ ─ ─

 23年3月期(予想) ─ 0 00 ─ 0 00 0 00

3. 平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 123 △201 △201 △201 △1,294 97

通期 501 △237 △237 △237 △1,530 79



 

 
  〈注）「四半期財務諸表のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表 

     作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

  〈注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 155,337株  22年3月期 155,337株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ ─株  22年3月期 ─株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Ｑ 155,337株 22年3月期1Ｑ 63,382株
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当第1四半期会計期間におけるわが国経済は、サブプライムローンを発端とした世界的な景気減退の

中、内外の各種経済対策の効果もあり、企業収益の改善や企業倒産件数の減少、株価の回復等、明るさ

が出てきました。しかしながら、諸外国に比べて自律的な国内景気の回復力は依然として弱く、実体経

済の悪化による企業のＩＴ関連投資縮小や経費節減傾向が継続し、経営環境がよりいっそう厳しさを増

しました。  

 当社の属するITセキュリティ業界においては、昨年より猛威を振るっているコンピュータウイルスに

よるウェブ改ざん被害の多発により、大手企業や官公庁のみならず中堅企業においても情報セキュリテ

ィに対する関心は引き続き高く、需要は堅調に推移しておりますが、その一方で企業としてもコスト削

減等の費用対効果が明確に認められるIT投資に限定する等の案件の見直しや発注延伸、価格引下げ要請

等の影響による商品やサービス、企業間の競争は益々激化してきており、売上や利益確保が一段と厳し

くなってきている状況にもあります。  

 当社は、このような厳しい環境のもと、新経営体制を構築し、既存のセキュリティ商品の販売に加え

て、新しいソリューションやサービスの開発、また当社のITインフラナレッジと商社機能を活用した新

規事業の創出等にも積極的に取り組み、収益力の回復に努めて参りましたが、当初見込みの売上及び粗

利益の確保には至りませんでした。 

 以上の結果、当第1四半期会計期間の業績は、売上高62百万円（前年同期比69.8％減）、営業損失72

百万円（前年同期実績102百万円の営業損失）、経常損失73百万円（前年同期実績104百万円の経常損

失）、四半期純損失76百万円（前年同期実績120百万円の当期純損失）となりました。  

  

（1）貸借対照表に関する情報 

（資産） 

 流動資産は、前事業年度末に比べて82百万円減少し、284百万円となりました。 これは、主として

現金及び預金が31百万円、売掛金が6百万円、商品が38百万円減少したことによります。 

 固定資産は、前事業年度末に比べて2百万円減少し、245百万円となりました。 これは、主として、

投資有価証券が2百万円減少したことによります。 

 この結果、総資産は、前事業年度末に比べて85百万円減少し、530百万円となりました。 

（負債） 

 流動負債は、前事業年度末に比べて3百万円減少し、343百万円となりました。 これは主として前受

金が44百万円、未払消費税等8百万円減少したことによります。 

 固定負債は、前事業年度に比べて2百万円減少し6百万円となりました。 

 この結果、負債合計は、前事業年度に比べて5百万円減少し350百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、前事業年度に比べて79百万円減少し、180百万円となりました。これは主に四半期純

損失の計上によるものであります。 

 （2）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物は期首に比べ31百万円減少し、69百万円となりま

した。 当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果使用した資金は71百万円となりました。これは主に四半期純損失の計上、前受金の減

少等によるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果使用した資金はありません。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果獲得した資金は40百万円となりました。これは主に短期借入金の借入によるものであ

ります。 

  

平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年7月9日付けにて発表いたしました業績予想から変
更はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(3) 業績予想に関する定性的情報
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簡便な会計処理 

 ①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

      当第1四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がな 

     いと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定して 

     おります。 

    ②棚卸資産の評価方法 

       当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実施棚卸を省略し、前事業年度 

     末の実施棚卸高を基礎として合理的方法により算出する方法によっております。 

      また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ 

     正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

    ③法人税等の算定方法 

      法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な 

     ものに限定する方法によっております。 

 （四半期貸借対照表関係） 

 資産除去に関する会計基準等の適用 

   当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

  平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用 

  指針21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

   なお、これによる、営業損失、経常損失、税引前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年3月期以降連続して

おります。当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現するために、以下の施策を講じて実行して

参ります。  

（1）新経営計画の推進  

 当社は、新しく経営計画を作成し事業を推進しております。  

①経営効率化の維持  

 当社は、経営効率化を図る一環として、平成23年３月期事業年度予算及び業務執行において諸経費の

見直しを継続的に行っており、引き続きコストのスリム化を実行して参る所存です。また、一方で、既

存事業の拡大並びに新規事業の立ち上げに必要な人材強化も図り、効率のよい経営体質へと改善を図っ

ていく所存です。  

②既存営業力の強化  

 既存事業における取引先の関係強化を図り、取引高の拡大を目指しております。また、当社の既存取

扱製品の新しい販路として、中小企業向けの販売店育成・開拓を図り、取引先の拡大を目指しておりま

す。また、商品ラインアップにつきましても、既存取扱製品のうち高収益製品への選択と集中を行いつ

つ、新たな海外有力商品の取り込みを図るとともに、サービス型の高付加価値商品を展開することで売

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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上の拡大を図ることといたします。  

③新規事業の立ち上げ  

 上述した資金調達により、新たなるシナジーを発揮できるような新規事業の立ち上げを行って参る所

存です。具体的な投資については、今後引き続き市場の拡大が期待できる通信業界において、固定回線

と携帯回線の併用が可能な次世代型通信機器の販売及び管理業務による、付加価値の高い事業の推進を

開始しております。また、最近の市況不安による独立志向の高まりを受けて注目を集めているフランチ

ャイズビジネスに対して、当社が長年培ってきた商社機能とITインフラナレッジを融合した、店舗展開

支援業務やＩＴ化支援業務等を網羅した包括的なチェーン展開支援事業の立ち上げを推進しております
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 69,363 101,043

受取手形及び売掛金 9,111 15,744

商品及び製品 172,433 210,793

短期貸付金 － 8,000

前渡金 30,715 33,445

前払費用 1,046 3,903

未収入金 90 143

その他 2,806 80

貸倒引当金 △750 △5,956

流動資産合計 284,817 367,197

固定資産

有形固定資産 － －

無形固定資産

ソフトウエア仮勘定 162,658 162,658

無形固定資産合計 162,658 162,658

投資有価証券 58,034 61,025

差入保証金 25,155 25,155

破産更生債権等 1,226,530 1,218,530

貸倒引当金 △1,226,530 △1,218,530

投資その他の資産合計 83,190 86,181

固定資産合計 245,848 248,839

資産合計 530,665 616,036

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,301 3,593

短期借入金 40,000 －

未払金 51,506 41,828

未払法人税等 7,609 6,702

未払消費税等 3,352 12,009

前受金 236,806 281,166

その他 2,227 2,080

流動負債合計 343,804 347,380

固定負債

退職給付引当金 6,603 8,719

固定負債合計 6,603 8,719

負債合計 350,408 356,099
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,374,743 1,374,743

資本剰余金 1,067,043 1,067,043

利益剰余金 △2,255,499 △2,178,546

株主資本合計 186,287 263,239

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8,369 △5,378

評価・換算差額等合計 △8,369 △5,378

新株予約権 2,339 2,076

純資産合計 180,256 259,937

負債純資産合計 530,665 616,036
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(2) 四半期損益計算書

 【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 207,148 62,416

売上原価 135,761 46,355

売上総利益 71,386 16,060

販売費及び一般管理費 173,536 89,015

営業損失（△） △102,149 △72,954

営業外収益

雑収入 155 －

営業外収益合計 155 －

営業外費用

支払利息 1,307 966

為替差損 21 －

株式交付費 800 －

雑損失 0 －

営業外費用合計 2,129 966

経常損失（△） △104,122 △73,920

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,255 －

特別利益合計 4,255 －

特別損失

投資有価証券売却損 20,000 －

貸倒引当金繰入額 － 2,793

特別損失合計 20,000 2,793

税引前四半期純損失（△） △119,866 △76,714

法人税、住民税及び事業税 237 237

法人税等合計 237 237

四半期純損失（△） △120,104 △76,952
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △119,866 △76,714

減価償却費 1,294 －

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） 20,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,255 2,793

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,087 △2,115

支払利息 1,307 966

長期前払費用の増減額（△は増加） 198 －

売上債権の増減額（△は増加） 193,785 6,632

たな卸資産の増減額（△は増加） 76,983 38,360

前受金の増減額（△は減少） △114,422 △44,359

前渡金の増減額（△は増加） △104,957 2,729

未払金の増減額（△は減少） △31,854 8,711

仕入債務の増減額（△は減少） △51,976 △1,292

その他 18,156 △6,781

小計 △119,696 △71,067

利息の支払額 △1,307 －

法人税等の支払額 － △611

営業活動によるキャッシュ・フロー △121,004 △71,679

投資活動によるキャッシュ・フロー

無形固定資産の取得による支出 △1,350 －

投資有価証券の取得による支出 △51,843 －

投資有価証券の売却による収入 132,571 －

貸付金の回収による収入 61,115 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 140,493 －

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 110,000

短期借入金の返済による支出 △57,470 △70,000

新株予約権の行使による株式の発行による収入 34,597 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,872 40,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,382 △31,679

現金及び現金同等物の期首残高 78,483 101,043

現金及び現金同等物の四半期末残高 75,100 69,363

インスパイアー株式会社（2724）平成23年３月期　第１四半期決算短信（非連結）

9



当第１四半期会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
  

  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

当第１四半期会計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

 当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年3月期以降連続しております。当該状況によ

り、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現するために、以下の施策を講じて実行して参ります。  

（1）新経営計画の推進  

 当社は、新しく経営計画を作成し事業を推進しております。  

①経営効率化の維持  

 当社は、経営効率化を図る一環として、平成23年３月期事業年度予算及び業務執行において諸経費の見直しを継続的に行って

おり、引き続きコストのスリム化を実行して参る所存です。また、一方で、既存事業の拡大並びに新規事業の立ち上げに必要な

人材強化も図り、効率のよい経営体質へと改善を図っていく所存です。  

②既存営業力の強化  

 既存事業における取引先の関係強化を図り、取引高の拡大を目指しております。また、当社の既存取扱製品の新しい販路とし

て、中小企業向けの販売店育成・開拓を図り、取引先の拡大を目指しております。また、商品ラインアップにつきましても、既

存取扱製品のうち高収益製品への選択と集中を行いつつ、新たな海外有力商品の取り込みを図るとともに、サービス型の高付加

価値商品を展開することで売上の拡大を図ることといたします。  

③新規事業の立ち上げ  

 上述した資金調達により、新たなるシナジーを発揮できるような新規事業の立ち上げを行って参る所存です。具体的な投資に

ついては、今後引き続き市場の拡大が期待できる通信業界において、固定回線と携帯回線の併用が可能な次世代型通信機器の販

売及び管理業務による、付加価値の高い事業の推進を開始しております。また、最近の市況不安による独立志向の高まりを受け

て注目を集めているフランチャイズビジネスに対して、当社が長年培ってきた商社機能とITインフラナレッジを融合した、店舗

展開支援業務やＩＴ化支援業務等を網羅した包括的なチェーン展開支援事業の立ち上げを推進しております。  

その他、新たな事業分野への進出も検討しておりますが、これらの新規事業の推進に関しては、可能な限りリスクを排除するた

めに慎重な事前調査等を行い遂行する所存でございます。  

 しかしながら、これらの対応策を講じても、既存事業における新規取引先の獲得、既存取引先の売上拡大が、市場における競

合企業、競合製品との競争の激化等により事業計画のとおりに進まない可能性もあり、また新規事業や資金調達につきましても

関係者との協議を行いながら進めている途上であるため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。  

 なお、四半期財務諸表は継続企業を前提に作成されており、上述のような継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四

半期財務諸表に反映しておりません。

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当社グループは、生産・受注の形態をとっておりません。 
  
   

  

当社は、ITセキュリティ事業の単一セグメントであるため、当第１四半期会計期間における 

販売実績を区分ごとに示すと、次のとおりであります。 

  

 
  

(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
〈注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

  

  

  

  

  

4. 補足情報

(1) 生産、受注及び販売の状況

(1) 生産、受注実績

(2) 販売実績

区分 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

プロダクトセールス部門 12 ─

サポートサービス部門 49 ─

プロフェッショナルサービス部門 ─ ─

合計 62 ─

相手先

当第１四半期会計期間 前第1四半期会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

㈱フォーバル 24 11.5 ─ ─

㈱データコントロール 16 7.8 ─ ─
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